
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ３１３ 

令和５年度 情報科 

 

教科 情報 科目 情報Ⅰ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 情報Ⅰ Next （数研出版） 

副教材等 プリント等 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業ではコンピュータを積極的に活用していきます。コンピュータの使い方を学ぶのではなくコ

ンピュータを使って何ができるのかを学ぶ科目です。 

・情報Ⅰは特性上、数学的な内容が必要不可欠です。計算したり、論理を組み立てたりします。 

・論理的な思考能力を身につけましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習活動を

通して，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し，情報社会に主体的に参

画するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法について理解を深め技能を習得す

るとともに，情報社会についての理解を深めるようにする。 

(2)様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題の発見・解決に向けて情報技術を適切かつ効果

的に活用する力を養う。 

(3)情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報社会に主体的に参画する態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 



 

※令和４年度以降入学生用 

観
点
の
趣
旨 

・情報メディアの特性をふ

まえ，情報と情報技術を活

用して問題を発見・解決す

る方法を身につけている。 

・情報に関する法規や制度，

情報セキュリティの重要

性，情報社会における個人

の責任および情報モラルに

ついて理解している。 

・情報技術が人や社会には

たす役割と及ぼす影響につ

いて理解している。 

・コンピュータのしくみや

特徴，コンピュータでの情

報の内部表現と計算につい

て理解している。 

・アルゴリズムを表現する

手段，プログラミングによ

ってコンピュータや情報通

信ネットワークを活用する

方法について理解し，技能

を身につけている。 

・情報通信ネットワークの

しくみや構成要素，および

情報セキュリティを確保す

るための方法や技術につい

て理解している。 

・目的や状況に応じて，情報

と情報技術を適切かつ効果的

に活用して問題を発見・解決

する方法について考えてい

る。 

・情報に関する法規や制度お

よびマナーの意義，情報モラ

ルなどについて，それらの背

景を科学的にとらえ，考察し

ている。 

・情報と情報技術の適切かつ

効果的な活用と望ましい情報

社会の構築について考察して

いる。 

・目的に応じたアルゴリズム

を考え適切な方法で表現し，

プログラミングによりコンピ

ュータや情報通信ネットワー

クを活用するとともに，その

過程を評価し改善している。 

・目的や状況に応じて，情報

通信ネットワークにおける必

要な構成要素を選択するとと

もに，情報セキュリティを確

保する方法について考えてい

る。 

・情報システムが提供するサ

ービスの効果的な活用につい

て考えている。 

・情報社会における問題の発

見・解決に，情報と情報技術

を適切かつ効果的に活用しよ

うとしている。また，自己調

整しながら，解決する過程や

解決案をみずから評価し改善

しようとしている。 

・情報モラルに配慮して情報

社会に主体的に参画しようと

している。 

・問題の発見・解決にコンピ

ュータを積極的に活用しよう

としている。 

・問題解決の結果を振りかえ

り改善しようとしている。 

・身近な問題を解決するプロ

グラムやシミュレーションの

結果をもとに，試行錯誤しな

がら評価し改善しようとする

ことなどを通して，情報社会

に主体的に参画しようとして

いる。 

・情報技術を適切かつ効果的

に活用しようとしている。 

・情報セキュリティなどに配

慮して情報社会に主体的に参

画しようとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 



 

※令和４年度以降入学生用 

１
学
期 

情
報
と
メ
デ
ィ
ア 

情報の特徴 

情報の表現形式 

問題解決 

a: ・「情報」がもつ意味やはた

らきについて理解している。 

・一次情報・二次情報といった情

報の種類について理解している。 

・一次情報を調べたり，クロスチ

ェックを行って情報を検証した

りするための技能を身に付けて

いる。 

・さまざまなメディアの特徴を理

解している。 

・情報の表現形式を変換すると失

われる情報やつけ加わる情報が

あることについて理解している。 

・問題解決を行うためのプロセス

を理解し，各プロセスに必要な手

順や方法を理解している。 

・問題解決を行うために，情報機

器を効果的に活用することがで

きる。 

b: ・「情報」がもつ意味やはた

らきについて考え，その結果を適

切に表現している。 

・情報の価値や信頼性，情報を検

証する方法について考え，判断

し，その結果を適切に表現してい

る。 

・情報の適切な表現形式について

考え，判断している。 

・失われる情報とつけ加わる情報

に注意して，情報の表現形式を適

切に変換して表現している。 

・問題解決のプロセスについて考

え，その結果を適切に表現してい

る。 

c: ・「情報」がもつ意味やはた

らきについて関心をもっている。 

・情報の信頼性や情報を検証する

方法について関心をもち，積極的

に情報を検証しようとしている。 

・情報の適切な表現形式について

関心をもっている。 

問題解決に情報や情報機器を適

切に活用しようとしている。 

・問題解決やその方法について関

心をもち，主体的に問題の解決を

図ろうとしている。 

・具体的な問題解決の手順を学ぼ

うとしている。 

テスト テスト 

パフォ

ーマン

ス課題 

パフォー

マンス課

題 

レポート

課題 

発言 



 

※令和４年度以降入学生用 

情
報
社
会
に
お
け
る
問
題
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

情報社会 

個人情報 

知的財産権 

著作権 

情報セキュリティ 

 

a: ・情報社会を支える法律について

理解している。 

・個人情報やプライバシーの保護・活

用に関連する法律の意義や目的，内容

について理解し，法にもとづいて情報

技術や個人情報を利活用できる。 

・著作権などの知的財産権を保護する

必要性や，その法律の目的について理

解し，知的財産権を侵害せずに情報機

器を活用することができる。 

・情報セキュリティの性質について理

解している。 

・ユーザ認証やアクセス制御など，情

報セキュリティを確保するために必

要な知識を身に付けている。 

・コンピュータウイルスなどの問題が

社会に及ぼす影響や対策の重要性に

ついて理解し，実際に対策を行うこと

ができる。 

・架空請求やフィッシング，ソーシャ

ルエンジニアリングなど，技術的な対

策では防ぐことが難しい情報セキュ

リティの問題について理解し，被害に

あわないよう，適切にインターネット

を利用することができる。 

b: ・法を遵守した判断や情報モラル

に配慮した適切な判断ができる。 

・情報を適切に利活用するための法律

や個人の責任について考察し，その結

果を適切に表現している。 

・著作権などの知的財産権を保護する

ことの必要性について考え，判断し，

その結果を適切に表現している。 

・セキュリティを脅かす問題に対する

適切な対策について考え，判断してい

る。 

・セキュリティを確保するために，ユ

ーザ認証やアクセス制御などの必要

性について考え，判断している。 

・コンピュータウイルスなどの問題へ

の対策について考え，判断している。 

・架空請求やフィッシングなどの被害

にあわないように，適切な対策につい

て考え，判断している。 

c: ・情報社会を支える法律について

意欲的に学ぼうとしている。 

・個人情報やプライバシーを保護する

ことについて関心をもち，個人の責任

を果たそうとしている。 

・著作権などの知的財産権の保護につ

いて関心をもち，法律を守ろうとして

いる。 

・身近な著作権侵害について意欲的に

考えている。 

・セキュリティを脅かす問題について

関心をもち，万が一被害にあった場合

の対策について考えている。 

・ユーザ認証やアクセス制御など，情

報セキュリティを確保するための方

法に関心をもっている。 

・自分が使用しているパスワードの安

全性や管理方法について改めて見直

し，考えている。 

・情報セキュリティを脅かす事例につ

いて関心をもっている。 

・架空請求やネットショッピングでの

詐欺など，技術的な対策では防ぐこと

が難しい問題について関心をもって

いる。 

テスト テスト 

パ フ ォ

ー マ ン

ス課題 

パフォー

マンス課

題 

レポート

課題 

発言 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

情
報
社
会
が
社
会
に
及
ぼ
す
影
響 

情報技術の発展 

情報技術の適切な活用 

a: ・人工知能やクラウドコンピ

ューティングなど，発展がめざま

しい情報技術について理解して

いる。 

・発展する情報技術と情報技術が

もたらす社会や生活の変化につ

いて理解している。 

・インターネット上のトラブルを

理解し，それを回避してインター

ネットや情報技術を適切に活用

するための知識を身に付けてい

る。 

・インターネットで適切に情報を

発信・活用するための知識を身に

付けている。 

b: ・人工知能の発展に伴って求

められる人間の働き方や能力に

ついて考えている。 

・情報技術の発展がもたらす社会

や生活の変化や影響についてよ

い面と悪い面の両面から考え，判

断している。 

・インターネット上のトラブルの

原因や対策について考え，その結

果を適切に表現している。 

・インターネットに情報を発信す

る際に注意すべき点について考

え，適切に情報を発信している。 

c: ・発展がめざましい情報技術

について関心をもっている。 

・情報技術の発展がもたらす社会

や生活の変化について関心をも

っている。 

・情報技術の発展による悪い影響

についても考え，より多くの恩恵

を得られるような考え方を身に

付けている。 

・インターネット上のトラブルへ

の対策について関心をもち，主体

的に対応しようとしている。 

・情報を発信する際に注意すべき

点に関心をもっている。 

テスト テスト 

パフォ

ーマン

ス課題 

パフォー

マンス課

題 

レポート

課題 

発言 



 

※令和４年度以降入学生用 

２
学
期 

情
報
の
デ
ィ
ジ
タ
ル
表
現 

情報のデジタル表現 

デジタル情報の表し方 

デジタル表現 

データの圧縮 

a: ・アナログ情報とデジタル情報の
ちがいや，デジタル情報の特徴につい
て理解している。 
・ビット，バイトの概念や，デジタル
情報の量の単位について理解してい
る。 
・2 進法・10 進法・16 進法の変換の
しかたについて理解し，実際に変換を
行う事ができる。 
・文字コードのしくみについて理解
し，文字を文字コードで表すことがで
きる。 
・音，画像のデジタル化のしくみにつ
いて理解している。 
・画像の解像度や階調を変えることが
できる。 
・解像度や階調を意識して画像を加工
することができる。 
・動画が動いて見えるしくみを理解し
ている。 
・フレームレートから動画に必要な静
止画の枚数を計算することができる。 
・データ圧縮のしくみや利点について
理解している。 
・音声，静止画像，動画データの種類
や特徴を理解している。 
・データを圧縮・展開したり，静止画
像や動画のファイル形式を変換した
りする事ができる。 
b: ・アナログ情報とデジタル情報の
ちがいについて考え，適切に判断して
いる。 
・2 進法・10 進法・16 進法の数の変
換の方法について考え，結果を適切に
表現している。 
・限られたビット数で数値を表現する
方法について考え，その結果を適切に
表現している。 
・文字を文字コードで表現する方法に
ついて考え，その結果を適切に表現し
ている。 
・音，画像をデジタル化する方法につ
いて考え，その結果を適切に表現して
いる。 
・解像度や階調による画像の差を判断
できる。 
・動画をデジタル化する方法について
考え，その結果を適切に表現してい
る。 
・データ圧縮のしくみについて考え，
その結果を適切に表現している。 
c: ・アナログ情報とデジタル情報の
ちがいや特徴について関心をもって
いる。 
・デジタル情報がどのように表される
かについて関心をもち積極的に活用
しようとしている。 
・数値の情報がデジタル情報としてど
のように表されるかについて関心を
もっている。 
・文字の情報がデジタル情報としてど
のように表されるかについて関心を
もっている。 
・音，画像の情報がデジタル情報とし
てどのように表されるかについて関
心をもっている。 
・画像の解像度や階調，色の表現に関
心をもっている。 
・動画の情報がデジタル情報としてど
のように表されるかについて関心を
もっている。 
・データ圧縮のしくみについて関心を
もち，積極的に活用しようとしてい
る。 

テスト テスト 

パフォ

ーマン

ス課題 

パフォー

マンス課

題 

レポート

課題 

発言 



 

※令和４年度以降入学生用 

２
学
期 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
発
展
と
特
徴 

コミュニケーション手段の発達 

情報の発信とメディアの性質 

a: ・情報通信技術の進展がコミュニ

ケーション手段を変化させてきたこ

とを理解している。 

・マスコミュニケーションの進展につ

いて理解している。 

・情報伝達のメディアの性質を理解し

ている。 

・情報発信の目的に応じて適切なメデ

ィアで発信することができる。 

b: ・情報通信技術の進展がコミュニ

ケーション手段を変化させてきたこ

とについて考え，その結果を適切に表

現している。 

・マスコミュニケーションの進展によ

る情報発信の変化について考えてい

る。 

・情報発信の目的や受け手に応じて情

報伝達のメディアを適切に選択して

いる。 

c: ・コミュニケーションの手段とし

て通信が発達してきた歴史に関心を

もっている。 

・マスコミュニケーションの進展に関

心をもっている。 

・情報を発信することや情報伝達のメ

ディアに関心をもち，情報を適切に発

信しようとしている。 

テスト テスト 

パフォ

ーマン

ス課題 

パフォー

マンス課

題 

レポート

課題 

発言 

 

情
報
デ
ザ
イ
ン 

情報を表現する方法 

効果的な情報デザイン 

a: ・伝えたい情報をわかりやすく表

現するために必要な知識を身に付け，

実際に表現することができる。 

・ユーザインタフェース，ユーザビリ

ティやアクセシビリティ，バリアフリ

ー，ユニバーサルデザインについての

知識を身に付け，それらの必要性や重

要性，社会に果たしている役割を理解

している。 

b: ・コミュニケーションの目的や受

け手の状況に応じて，情報をどのよう

に活用・表現すればよいか考え，結果

を適切に表現している。 

・人にとって利用しやすいユーザイン

タフェースとはどのようなものか考

え，その結果を適切に表現している。 

・バリアフリーやユニバーサルデザイ

ンの必要性について考え，結果を適切

に表現している。 

c: ・コンピュータを活用して情報を

受け手にわかりやすく表現すること

に関心をもち，積極的に工夫してい

る。 

・人にとって利用しやすいユーザイン

タフェースについて関心をもってい

る。 

・バリアフリーやユニバーサルデザイ

ンについて関心をもっている。 

テスト テスト 

パフォ

ーマン

ス課題 

パフォー

マンス課

題 

レポート

課題 

発言 



 

※令和４年度以降入学生用 

２
学
期 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

プレゼンテーションの流れ 

プレゼンテーションの注意点 

a: ・プレゼンテーションの実施や資

料作成のための知識を身に付けてい

る。 

・プレゼンテーションソフトウェアを

活用するための技能を身に付けてい

る。 

b:・プレゼンテーションの目的や対象

者をふまえて，効果的なプレゼンテー

ションとなるよう考えている。 

C:・プレゼンテーションの実施に関心

をもち，積極的に取り組もうとしてい

る。 

・効果的な資料作成や発表に関心をも

ち，積極的に工夫している。 

・他者の発表を聞き，自身の発表に生

かそうとしている。 

テスト テスト 

パフォ

ーマン

ス課題 

パフォー

マンス課

題 

レポート

課題 

発言 

 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
し
く
み 

ハードウェア 

ソフトウェア 

コンピュータでの数値の内部

表現 

a: ・コンピュータの基本的な構成に

ついて理解し，基本的な操作ができる

技能を身に付けている。 

・コンピュータ本体のはたらきや補助

記憶装置の種類や特徴などについて

理解している。 

・USBメモリなどの補助記憶装置を適

切に利用することができる。 

・OS の役割やアプリケーションプロ

グラムとのちがいについて理解して

いる。 

・ファイルやフォルダを適切に扱うこ

とができる。 

・コンピュータの内部における数の表

現方法について理解している。 

b: ・コンピュータの中の CPUやメモ

リ，補助記憶装置の役割について考え

ている。 

・ソフトウェアの働きについて考えて

いる。 

・コンピュータの内部では，表現でき

る数に限界があることを理解して判

断している。 

c: ・コンピュータの本体や周辺装置

に関心をもち，積極的に活用しようと

している。 

・OS やアプリケーションなどのソフ

トウェアに関心をもち，積極的に活用

しようとしている。 

・コンピュータの内部における数の表

現方法について関心をもっている。 

テスト テスト 

パフォ

ーマン

ス課題 

パフォー

マンス課

題 

レポート

課題 

発言 



 

※令和４年度以降入学生用 

３
学
期 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ 

アルゴリズム 

プログラミング 

a: ・問題解決の手順・解法をアルゴ

リズムを用いて表現する方法を理解

している。 

・アルゴリズムをフローチャートなど

の図によって表現する技能を身に付

けている。 

・プログラミング言語と人の話す言語

のちがいについて理解している。 

・コンピュータによる処理手順の自動

実行の有用性を理解している。 

・プログラムの作成を通してアルゴリ

ズムやプログラミングの基本を理解

している。 

b: ・辞書をひくときのアルゴリズム

を例に，アルゴリズムの効率について

考えている。 

・解決したい問題によって適切なプロ

グラミング言語を選択する必要があ

ることについて考えている。 

・アルゴリズムを適切なプログラミン

グ言語と適切な記述で表現している。 

・プログラムの不具合に対して適切な

処理ができる。 

c: ・アルゴリズムを言葉やフローチ

ャートで表すことに関心をもってい

る。 

・プログラミング言語に関心をもって

いる。 

・プログラムの作成を通して，アルゴ

リズムやプログラミングの基本を理

解しようとしている。 

・プログラミングに関心をもってい

る。 

・意図しない結果が得られたときに，

計算の手順などに目を向けて改善し

ようとしている。 

テスト テスト 

パフォ

ーマン

ス課題 

パフォー

マンス課

題 

レポート

課題 

発言 

 

モ
デ
ル
化
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン 

モデル化 

シミュレーション 

a: ・モデル化を問題解決に活用する

方法を理解し，そのための技能を身に

付けている。 

・現実の事象などを図・表・数式など

を使って表現するための技能を身に

付けている。 

・シミュレーションの知識を身に付

け，問題解決に活用する方法を理解し

ている。 

・表計算ソフトウェアなどを用いてシ

ミュレーションを行うための技能を

身に付けている。 

b: ・モデル化のプロセスに従って，

問題を考察し，判断している。 

・モデル化の結果を評価し，その結果

を適切に表現している。 

・問題解決のためのシミュレーション

の必要性について考えている。 

・適切なシミュレーションの方法につ

いて考え，判断している。 

・シミュレーションの結果を評価し，

その結果を適切に表現している。 

c: ・モデル化に関心をもち，現実の

事象にあてはめて実際の問題解決に

活用しようとしている。 

・問題の明確化を積極的に行おうとし

ている。 

・シミュレーションに関心をもち，問

題解決に活用しようとしている。 

・シミュレーションが有効な場合につ

いて考え，意欲的に活用しようとして

いる。 

テスト テスト 

パフォ

ーマン

ス課題 

パフォー

マンス課

題 

レポート

課題 

発言 



 

※令和４年度以降入学生用 

３
学
期 

デ
ー
タ
の
分
析 

さまざまなデータ 

データの分析 

a: ・データを分析する前に必要な知

識である，データの形式，データの収

集方法，データの種類と尺度水準につ

いて理解している。 

・質的データと量的データのちがいと

4 つの尺度水準について理解してい

る。 

・目的に応じたデータの収集方法を選

択している。 

・欠損値，異常値，外れ値などの扱い

について理解している。 

・度数分布表とヒストグラム，データ

の代表値について，定義や意味を理解

している。 

・度数分布表とヒストグラム，データ

の代表値について，定義に従った式を

表計算ソフトウェアに入力し，それら

を計算することができる。 

・四分位数と箱ひげ図，分散と標準偏

差について，定義や意味を理解してい

る。 

・分散と標準偏差について，定義に従

った式を表計算ソフトウェアに入力

し，それらを計算することができる。 

・散布図と相関係数について，定義や

意味を理解し，表計算ソフトウェアに

入力して計算することができる。 

・テキストマイニングの基本的な内容

について理解している。 

b: ・データの形式を適切に判断し，

性質や目的によってデータの形式を

使い分けることができる。 

・一次データと二次データのちがいを

判断できる。 

・質的データと量的データの差を判断

できる。 

・データを 4つの尺度水準で分類でき

る。 

・データを分析する前に，適切なデー

タの整理を行っている。 

・目的に応じた分析の方法を考え，そ

の結果を適切に表現している。 

・データの分析によって得られた結果

から，どのようなことがわかるか考え

ている。 

c: ・データのさまざまな形式につい

て関心をもっている。 

・データの収集方法について関心をも

っている。 

・データの種類について関心をもって

いる。 

・データを整理することに関心をもっ

ている。 

・データの代表値の計算に表計算ソフ

トウェアなどの情報機器を活用しよ

うとしている。 

・データを分析し，傾向を把握するこ

とに関心をもっている。 

・データの分析に，表計算ソフトウェ

アなどの情報機器を活用しようとし

ている。 

・データを多面的に精査しようとして

いる。 

・テキストマイニングに関心をもって

いる。 

テスト テスト 

パフォ

ーマン

ス課題 

パフォー

マンス課

題 

レポート

課題 

発言 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         


